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■人と街のサステナブル パリ F10  TOKYOからPARISへ受け継がれる「自由・平等・博愛」そして五輪の和 安井敏夫
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■心に響く言葉 「前向きに挑戦することの大切さ」 パブロ・ピカソ

◆20世紀の巨匠ピカソは常にチャレンジ精神を持ち、時代を先取りしながら目まぐるしく
変化する作風で92年の人生を駆け抜けました
人は眼の前の困難を避け安易な方向へシフトしがちですが、できれば試練に立ち向かって
一歩づつ前へ進むことが解決につながることを示唆しています。
出来るようにするため諦めず課題を乗り越え最適な方法を見出す努力や姿勢を見せること
が大切 -と元気が出る言葉です。

私はいつも自分の出来ないことをしている。
そうすれば出来るようになるからです

I am always doing that which I can not do, 
in order that I may learn how to do it.



  

積
朋
会
：
令
和
６
年
度
総
会
親
睦
会

開
催
報
告
・
エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
４
階

一
、
開
会
の
こ
と
ば 

(

村
上
副
代
表) 

■
司
会
：
開
会
の
弁 

●
続
い
て
、
代
表
世
話
人
の 

承
認
さ
れ
た
旨
の
報
告
と
、 

会
の
進
行
に
ご
協
力
の
旨
。 

●
参
集
御
礼
に
続
き
、
総
会
時
間
短
縮
を
図
り
懇
親
会
時

間
を
永
く
取
る
た
め
、
総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
報
告
会

形
式
と
し
一
括
承
認
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
。 

引
き
続
き
、
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明
後
、
こ
の
一
年
間

「
令
和
五
年
二
月
よ
り
令
和
六
年
一
月
ま
で
」
九
名
の
物

故
者
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
る
。

二
、
開
会
の
辞(

小
堤
副
代
表) 

■
冒
頭
、
今
日
に
至
る
迄
の
段
取

り
準
備
に
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し

上
げ
開
会
の
宣
言
を
致
し
ま
す
。

●
４
月
１
日
現
在
、
会
員
数
５
７
７
名
で
、
本
日
出
席
者 

３
６
名
、
委
任
状
提
出
者
５
０
名
で
会
則
第
九
条(

総
会)

出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
次
の
事
項
を
決
定
、

本
日
８
６
名
で
本
総
会
は
成
立
す
る
事
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

三
、
代
表
世
話
人
挨
拶 

（
南 

正
男 

代
表
世
話
人
） 

■
今
総
会
に
足
を
お
運
び

頂
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

●
ま
た
、
本
日
ご
都
合
や
遠
方
に
て
ご
参
加
頂
け
な
か
っ

た
会
員
の
皆
様
に
も
、
是
非
、
各
地
域
Ｏ
Ｂ
会
福
利
厚
生
費

を
活
用
頂
き
、
こ
の
積
朋
会
東
日
本
を
小
さ
な
輪
か
ら
大

き
な
輪
に
拡
げ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
日
の
総
会
懇
親
会
に
は
、
近
年
入
会
者
や
そ
ろ
そ
ろ

入
会
予
定
の
皆
様
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
笑
顔
で
楽
し
く
懇
親
を
深
め
て
頂
き
、
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

四
、
議
長
選
出
（
南 

代
表
） 

五
、
議
事
（
議
事
録
作
成

・
小
島
世
話
人･

指
名
）→

 

(

第
一
号
議
案)

太
田
世
話
人 

■
令
和
五
年
度 

行
事
報
告 

●
添
付
の
通
り
行
事
を
報
告 

（
令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
３
１
日
）

●
次
回
都
内
散
策

へ
の
参
加
促
進
が

あ
り
ま
し
た
。

※
次
回
は
１
０
月

２
日(

水)

で
す
。

（第１号議案） 作成：令和６年０４月０１日 

令和５年度 行事報告に関する一覧表(令和５年４月１日～令和６年３月 31日) 

●都内散策・懇親会等

2023. 4. 6  王子駅  飛鳥山公園・渋沢資料館他 18 名 

2023. 7. 5 永田町駅 国会議事堂（参議院）・日本水準原点  20 名 

2023.10. 4   池袋駅  自由学園明日館・東京芸術劇場 22 名 

2023.11. 1   鶯谷駅  上野恩賜公園（寛永寺・黒田記念館他） 22 名 

2023.12. 6   新宿駅  忘年会・エステック情報ビル  27 名 

2024. 2. 7   新宿駅  新年会・エステック情報ビル   23 名 

2024. 3. 6   代々木駅 明治神宮・国立代々木競技場他 22 名 

○世話人会（新宿マインズタワー内・会議室にて計１２回の打合せを実施）

05.04 月  05.05 月  05.06 月  05.07 月  05.09月  05.10 月  05.11 月 

05.12 月   05.12 月  （臨時）    06.01 月   06.02 月  06.03 月 

○積朋会だより発行（部数は会員数）

05.05 月 第 71 号５６２部・05.09 月 第 72 号５７０部・06.01 月 第 73 号 576

◎親睦ゴルフコンペ

＜東京ゴルフコンペ＞  武蔵野ゴルフクラブ  

５月：２０名・９月：２１名・１１月：１７名・３月：２０名・※延べ ７８名 

＜彩ミリオンゴルフコンペ＞  

６月：中止（悪天候のため）・９月：熊谷ＣＣ １５名・１２月：鴻巣ＣＣ17名 

３月：鴻巣ＣＣ  １６名  ※３回の開催で延べ ４８名の参加でした。 

＜常葉ゴルフコンペ＞  

４月度 おかだいらゴルフリンクス：２４名・６月度  桜ゴルフ俱楽部：１８名 

８月度 江戸崎カントリー俱楽部：１７名・１０月度 霞南ゴルフ俱楽部：25名 

１２月度 阿見ゴルフ俱楽部：24名・２月度 おかだいらゴルフリンクス：22名 

※６回の開催で述べ １３０名の参加でした。

＜神奈川ゴルフ＞４月：雨天中止 ・１０月２５日 富士小山ゴルフコース：15名

＜積友亀城会親睦ゴルフ＞ ※６回の開催で延べ ９８名の参加でした。

１５回：霞台カントリー俱楽部：１４名・16回：筑波東急ゴルフ俱楽部：19名

１７回：ザ.ｲﾝﾍﾟﾘｱﾙｶﾝﾄﾘｰ俱楽部：１６名・１８回：  桜ゴルフ俱楽部：１５名

１９回：美浦ゴルフ俱楽部：１９名・２０回：ザ.ゴルフクラブ竜ケ崎：１５名

(

第
二
号
議
案)

永
島
世
話
人 

■
令
和
五
年
度 

収
支
決
算
報
告 

●
添
付
資
料
の
通
り(

第
３
０
期) 

決
算
の
報
告
を
行
う
。

（
令
和
５
年
２
月
１
日
～

令
和
６
年
１
月
３
１
日
）

●
本
年
度
決
算
内
容
と
し
て
収
入
の
部
、
予
算
書
記
載
の

通
り
で
す
。
支
出
の
部
と
し
て
会
報
誌
発
送
費
用
等
、
新
入

会
員
入
会
促
進
と
し
て
、
各
地
域
Ｏ
Ｂ
会
の
情
報
交
換
及

び
懇
親
会
開
催
等
、
福
利
厚
生
費
の
有
効
活
用
と
し
て
組

織
的
活
動
し
た
。
叉
、
会
報
誌
郵
送
費
値
上
げ
対
策
。

総会親睦会 [２] ６月 

■
総
会
の
部

0 

7月 3日の散策場所 



積
朋
会
：
令
和
６
年
度
総
会
親
睦
会

開
催
報
告
・
エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル

（第 3 号議案） 作成：令和６年０４月０１日 

令和６年度 行事計画（案）に関する件 

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 

１．各種行事予定 

(１) 新年度新年会（２月）

(２) 魚釣り大会（７月・１２月）

(３) 散策（４月・７月・１０月・１１月・７年３月）

(４) 旅行会（１０月～１１月）

(５) 忘年会（１２月）

(６) 親睦ゴルフコンペ

・東京ゴルフコンペ

（５月・９月・１１月・７年３月・の第３火曜日）

・彩ミリオンゴルフコンペ

（６月・９月・１２月・７年３月・の第２水曜日）

・常葉ゴルフコンペ （４月・６月・８月・１０月・

１２月・７年２月・の第３火曜日）

・神奈川ゴルフコンペ

（４月＆１０月・の第４水曜日）

・「積友・亀城会」ゴルフ （５月・７月・９月・ 

１１月・７年１月・３月の第３火曜日） 

２．会議等の開催 

(１) 定期総会 １回 

(２) 世話人会   １２回  

(３) 臨時世話人会 随時 

(

第
三
号
議
案)

畠
世
話
人 

■
令
和
六
年
度

行
事
計
画
に 

関
す
る
報
告 

（
令
和
６
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
３
１
日
）

●
第
三
号
議
案
の
報
告
は｢

畑
野
世
話
人｣
で
し
た
が
、
急

遽｢

畠｣

が
報
告
致
し
ま
す
。（
事
前
に
畑
野
さ
ん
か
ら
） 

今
年
度
の
３
号
議
案
の
内
容
は
、
記
載
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。
既
に
新
年
会
、
散
策
、
一
部
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
開
催

済
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
奮
っ
て
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
お
知
り
合
い
の
メ
ン
バ

ー
や
、
新
規
加
入
の
メ
ン
バ
ー
に
声
掛
け
し
て
頂
き
、

よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

行
事
の
内
容
に
関
し
て
も
、
皆
様
の
ご
意
見
、
要
望
を
頂

き
、
変
更
や
追
加
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

(

第
四
号
議
案)

大
林
世
話
人 

■
令
和
六
年
度

収
支
予
算 

●
添
付
の
通
り(

第
３
１
期) 

収
支
予
算
の
報
告
で
す
。

（
令
和
６
年
２
月
１
日
～

令
和
７
年
１
月
３
１
日
）

●
Ｏ
Ｂ
会
予
算
に
つ
い
て
は
全
額
消
化
す
る
勢
い
で
活
動

取
組
み
を
す
る
。

(
第
五
号
議
案)

滝
本
世
話
人 

■
令
和
六
年
度
の
世
話
人
改
選 

●
世
話
人
メ
ン
バ
ー
報
告

（
世
話
人
改
選
の
件
）

（
承
認
後
の
世
話
人
の
件
） 

●
新
世
話
人
の
紹
介 

｢

佐
藤
芳
隆
さ
ん｣ 

が
新
た
に
加
わ
り 

ま
し
た
。

（第 5 号議案） 作成：令和６年０４月０１日 

◎世話人改選に関する件（敬称略）

・今期退任世話人   大津 徳明  松本 隆二 

・新任世話人 佐藤 芳隆 

○承認後の積朋会東日本 世話人体制 （１６名）

・代表世話人 南 正男(※互選されましたので継続)

・副代表世話人  小堤 兵吾 村上 順

・世話人 太田 信義  大林 広忠   小島 陽一 

     佐藤 芳隆   滝本 美明   戸津川 喜春 

     永島 秀夫    中島 善忠   西川 洋一 

     畠 順一郎 畑野 浩平   真畑 幸久 

     安井 敏夫  

（佐々木 栄尚） （山田 健一） （後藤 幸一） 

◎積朋会東日本 東北支部 世話人体制 （１７名）

・東北支部代表世話人 佐々木栄尚 

（積朋会東日本世話人と兼任） 

・東北支部副代表世話人 後藤 幸一

（積朋会東日本ﾄ中東北の世話人兼任） 

山田 健一 

（積朋会東日本と中東北の世話人兼任） 

○東北支部世話人（中東北）小林 秀夫  佐久間 隆

小幡 俊夫   澤村 士朗 

千葉 一成  

（山田 健一） （後藤 幸一） 

（北東北）木村 好文 岩渕 信行 大沢 佐裕 

（南東北）大沢 俊明 阿部 孝雄 杉山 和夫  

星 邦夫 永峯 一男  高原 一郎 

総会親睦会 [３] ６月 

(

第
六
号
議
案) 

南

代
表 

■
東
日
本
会
則

改
訂
の
件 

●
当
会
設
立
当
初
は
、
入
会
金

は
会
社
の
援
助
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
と
推
測(

添
付) 

●
入
会
金
を
活
動
費
用
に
充
当
出
来
る
と
考
え
た
よ
う
に

推
測
さ
れ
ま
す
が
、
現
状
は
積
朋
会
東
日
本
の
活
動
に
会

社
に
ご
理
解
を
頂
き
、
会
社
に
活
動
費
用
を
ご
負
担
頂
い

て
お
り
ま
す
。
以
前
お
預
か
り
し
た
入
会
金
は
、
会
員
の
ご

逝
去
の
折
、
香
典
と
し
て
遺
族
に
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。 

会
社
も
社
内
監
査
に
お
い
て
、
慶
弔
費
と
し
て
、
預
か
っ
て

い
る
と
の
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
人
事
総
務
部
に
お
い
て

会
員
数×

１
万
円
を
確
実
に
管
理
頂
い
て
お
り
ま
す
。

尚
、
世
話
人
会
細
則
に
て
、
入
会
金
は
会
員
が
亡
く
な
っ
た

時
の
香
典
に
充
当
と
定
め
、
運
用
致
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
条
件
を
変
更
し
て
、
入
会
促
進
を
図
り
「
入
会
金
を
納

付
し
た
者
」
か
ら
「
入
会
申
込
書
を
提
出
し
た
者
」
に
改
訂

し
併
せ
て
関
連
文
言
を
改
訂
す
る
も
の
で
す
あ
り
ま
す
。 



(

新
入
会
員･

退
会
会
員
名
簿

の
件)

 

中
島
世
話
人 

■
７
４
号
会
報
誌
に
記
載

●
新
入
会

３
０
名 

退
会
会
員 

９
名 

●
人
事
部
、
川
崎
さ
ん
へ
の
謝
意
の
後
、
入
退
会
会
員
数
が

各
々
３
０
名
、
９
名
と
の
現
況
報
告
が
な
さ
れ
、
特
に
入
会

者
数
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
増
員
を
は
か
り
会
員
相
互
の

エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
的
な
交
流
の
場
と
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

(

質
疑
応
答)

：
司
会 

■｢

村
上
忠
信
さ
ん｣

か
ら
の 

ご
提
案
が
有
り
ま
し
た
。

●
内
容
と
し
て
は
、
総
会
・
懇
親
会
に
は
、
今
後
、
女
子 

Ｏ
Ｇ
の
参
加
を
促
進
し
て
欲
し
い
、
と
の
事
で
し
た
。

(

会
報
誌
表
紙･

作
品
集･ 

特
集
の
件) 

安
井
世
話
人 

■
私
は
現
在
も
含
め
長
年
、 

設
計
・
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
に 

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

●
積
朋
会
で
は
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
デ
ザ
イ
ン
担

当
の
世
話
人
と
し
て
会
報
や
作
品
集
の
企
画
編
集
を
お
手

伝
い
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
そ
の
会
報
誌
で
す
が
一
年
ほ

ど
前
の70
号
か
ら
表
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
主
な
変
更
点
は
建
築
の
画
像
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
等
で

す
が
会
の
顔
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
毎

回
奮
闘
中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
絵
画
や
陶
芸
な

ど
の
作
品
を
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
企
画
発
行
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
な
か
な
か
の
評
判
で
「
意
外

な
才
能
に
驚
き
感
心
し
た
」「
私
も
次
回
は
是
非
出
品
し
た

い
」「
毎
年
発
行
し
様
々
な
作
品
を
見
て
み
た
い
」
な
ど
多

く
の
方
か
ら
賛
辞
や
期
待
の
声
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
会
員
皆
様
の
声
を
反
映
し
た
「
見
て
楽
し
い
、
為
に

な
る
」
企
画
編
集
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

応
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

人
事
総
務
部
・
挨
拶) 

齊
木
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー 

■
挨
拶
及
び
会
社
の
近
況
等 

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

(

報
告
会
閉
会
の
こ
と
ば) 

 
 

西
川
世
話
人 

■
円
滑
な
る
進
行
、
ご
協
力 

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

●
こ
れ
に
て
総
会
事
項
は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

●
積
水
ハ
ウ
ス
の
中
期
経
営
計
画
内
容
と
決
算
内
容
が
良

好
で
あ
る
事
、
海
外
事
業
の
現
状
の
説
明
と
と
も
に
積
朋

会
会
員
諸
氏
の
築
い
た
実
績
へ
の
感
謝
の
言
葉
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

総会親睦会 [４] ６月 

第６号議案 会則改訂に関する件 ※(下線分を削除)･()内追記 

○会則第３条（会員）

本会の会員は、次の各号に該当する者で、入会金を納付した者と

する

○会則第４条（入会）

本会への入会は（『入会申込者』を提出した者）任意とする

○会則第１１条（事業）

⑤会報誌 （積朋会だより）の作成･配布 （及びホームページ作成

と運営に関すること）

⑦その他会が必要と認めたこと及び慶弔費を含む

○会則第１２条（入会金及び会費等）

①入会金は 10,000 円とし、入会時納付し、返還はしない

②（年会費）→①会費は、徴収しないものとする・・

③→②臨時会費として、会の行事に参加する会員は、その都度

納入する。

○会則第１３条（運営費） ※議長：改訂理由を説明

①（入会金）②（会費） 令和 6年 6月 29 日改訂 

③→①会社からの運営補助費及び賛助金

■
世
話
人
の｢

戸
津
川
喜
春
さ
ん｣

・｢

真
畑
幸
久
さ
ん｣ 

懇親会司会者 

閉会挨拶予定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積朋会東日本・令和６年度：総会親睦会の報告：2024.6.29 日：新宿エステック情報ビル・(1/5) 

●こちらは元気に参加の｢奥寺さん｣｢江川さん｣・東北から参加｢山田健一さん｣・新世話人の｢佐藤芳隆さん｣等です。 

(参加者)：鵜飼憲司･内田清隆･江川健次郎･太田信義･大林広忠･奥寺正俊･押川秀志･小堤兵吾･小原豊彦･唐川富夫･木村紀彦･栗城健･小島陽一・ 

(敬称略)：後藤幸一･小山卓三･佐藤芳隆･重松孝昭･高橋邦彦･滝康一･滝本美明･武内武･出町弘志･戸津川喜春･永島秀夫･中島善忠･西川洋一・ 

(並び席･名･順不同):畠順一郎･真畑幸久･南正男･宮川良雄･村上順･村上忠信･室井勲･安井敏夫･山田健一･山田自立･孕石真一･高橋信宏･村井久・ 

●発表者の皆さん：永島さん:畠さん:大林さん:南さん 小島さん:滝本さん:中島さん:安井さん:西川さん:村上さん:真畑さん 

総会親睦会 [５] ６月 

●｢積朋会｣南正男代表の挨拶で始まる、令和６年度総会・開会・・・発表者及び世話人の皆様準備有難う御座いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：小島さん：滝本さん：中島さん：安井さん：西川さん ：村上(順)さん：真畑さん：戸津川さん：後藤さん：重松さん：栗城さん：小山(卓)さん：押川さん 

：真畑さん：戸津川さん：後藤さん：重松さん：栗城さん：小山(卓)さん：押川さん：村上(忠)さん：孕石さん：高橋(信)さん 

◎佐藤さん･川﨑さん･齊木さん･ ：出町さん：唐鎌さん：小原さん：内田さん：宮川さん：奥寺さん：江川さん：山田(健)さん：佐藤(芳)さん 

積朋会東日本・令和６年度：総会親睦会の報告：2024.6.29 日：新宿エステック情報ビル・(2/5) 

：太田さん・：永島さん・：畠さん・：大林さん・：南さん・ 挨拶：齊木圭吾 GL】・：小島さん・：滝本さん・：中島さん・：安井さん・：西川さん・：村上(順)さん 

：鵜飼さん：木村さん：高橋(邦)さん：武内さん  ：山田(自)さん：村井さん：滝さん：室井さん 

総会親睦会 [６] ６月 



積朋会東日本・令和６年度：総会親睦会の報告：2024.6.29 日：新宿エステック情報ビル・(3/5) 

総会親睦会 [７] ６月 

◎親睦会司会の「戸津川喜春さん」・それぞれのテーブル席で話も弾む皆さん・最長老の「村上忠信さん」

◎Ｈ席｢滝本さん｣｢安井さん｣｢山田(自)さん｣｢武内さん｣ ◎Ｆ席｢高橋(邦)さん｣｢小島さん｣｢木村さん｣｢鵜飼さん｣｢村上(順)さん｣

◎Ｄ席｢村上(忠)さん｣｢高橋(信)さん｣｢孕石さん｣｢太田さん｣｢後藤さん｣ ◎Ｂ席｢押川さん｣｢栗城さん｣｢南さん｣｢小山さん｣｢山田(健)さん｣

◎Ａ席｢重松さん｣｢滝さん｣｢戸津川さん｣｢西川さん｣｢小堤さん｣ ◎Ｃ席｢江川さん｣｢宮川さん｣｢佐藤(芳)さん｣｢奥寺さん｣｢大林さん｣

◎Ｅ席｢村井さん｣｢小原さん｣｢内田さん｣｢永島さん｣｢真畑さん｣ ◎Ｇ席｢中島さん｣｢唐川さん｣｢室井さん｣｢畠さん｣｢出町さん｣



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積朋会東日本・令和６年度：総会親睦会の報告：2024.6.29 日：新宿エステック情報ビル・(4/5) 

総会親睦会 [８] ６月 

◎会場も広くゆったりくつろぎ、料理も豊富に用意されておりました。各自のテーブルに飲物も揃え会食! 

◎滝本さん・山田(自)さん・司会者の戸津川さん・東北から山田(健)さん・後藤さん・ゲストのお二人！ 

◎広い会場で話も弾む参加者の皆様！◎飲物･食べ物豊富ですので、皆様もご参加しましょう！ 

来年は、令和７年６月２１日（土曜）開催 

皆様にもお集まりいただき楽しい会にしましょう！ 

次回の料理も楽しみにしましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積朋会東日本・令和６年度：総会親睦会の報告：2024.6.29 日：新宿エステック情報ビル・(5/5) 

総会親睦会 [９] ６月 

●「人事総務部」の川﨑さんご挨拶・ゲストと新入会者の紹介スピーチ・２番目に長老の室井さんご挨拶 

◎「ゲスト」高橋信宏さん・孕石真一さん・村井久さん（７月から新世話人）・「まだ現役」山田自立さん 

◎サアー来年７年度

の「総会親睦会」は 

令和 7年 6月 21 日 

土曜日に予定です。 

◎大勢の方にお集ま

りいただきたく 

今から予約します。 

楽しみにしましょう! 

◎「新入会者」押川秀志さん・内田清隆さん・佐藤芳隆さん（新世話人）・木村紀彦さん･それぞれの挨拶 

笑顔の江川健次郎さん 
締挨拶の西川洋一さん 

「人事総務部」齊木さん・川﨑さん 質問者の村上忠信さん･ゲストの孕石さん･高橋(信)さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 内田 清隆さん（印西市） 

（2024年 5月 9日記入） 

最終所属：リフォーム千葉営業所 

■ 前岡 一郎さん（武蔵野市） 

（2024年 5月 8日記入） 

最終所属：国際事業部 

■ 石井 安雄さん（熊谷市） 

 （2024年 5月 20日記入） 

最終所属：積和建設埼玉栃木(株) 

積朋会東日本:会員の新入会者紹介(令和 6年 5･6･7月会員登録票及び入会申込書) 

■ 木村 紀彦さん（中野区） 

 （2024年 5月 10日記入） 

最終所属：渉外部 

■ 江田 博見さん（伊勢原市） 

（2024年 5月 8日記入） 

最終所属：東日本住宅評価センター(株) 

新入会者紹介 [１０] 5.6.7月 

■ 根津 靖さん（横浜市） 

 （2024年 6月 10日記入） 

最終所属：積水ハウス建設東京(株) 

●東北｢小野 三郎さん｣

奥様への「感謝状贈呈」

結婚 51年を記念して！ 

(投稿文は左に掲載) 

スペースの関係上ここに掲載 

■ 川村 英史さん（那須塩原市） 

（2024年 7月 23日記入） 

最終所属：ＴＫＣ事業部（宜しくお願い致します） 

■ 孕石 真一さん（大和市） 

（2024年 5月 8日記入） 

最終所属：積水ハウスリフォーム(株)東日本営業本部 

■ 清水 勝義さん（川口市） 

 （2024年 7月 16日記入） 

最終所属：積和不動産パートナーズ(株) 

■ 高橋 昭夫さん（横浜市） 

 （2024年 7月 17日記入） 

最終所属：横浜シャーメゾン支店 

■ 村井 久さん（墨田区） 

 （2024年 7月 3日記入） 

最終所属：東京南シャーメゾン支店 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積朋会東日本･東北支部「仙台市・在住：小野 三郎さん」寄稿文・  妻への感謝状』2024.6.6 日 

積朋会東日本「大和市・在住：高橋 祐二郞さん」寄稿文 娘の旅立ち』・2024 年 7 月 7 日投稿 

高橋さん寄稿文 [１１] 小野さん寄稿文 

病発症から 1732 日目、46 歳で娘が亡くなりました。「お父さんとお母さんの子どもに生まれて私はとても

幸せでした。お父さんとお母さんが大好きです。いつも優しく暖かく、時には厳しく育てて下さって本当あ

りがとうございました」22 年前結婚へ旅立つ娘の手紙です。 

娘は音楽、勉強が大好きで、我慢強く、真面目で思いやり深い人でした。中学 2年生で雑誌の「lemon」準

ミスに選ばれ、アルバイトのケーキ屋さんで得意の英語を生かして接客、充実していた学校生活を終え、第

一志望の銀行本店入行、金融専門紙に写真も掲載されました。 

理想の人と出会い寿退社、楽しみにしていたオスカープロに所属、篠山紀信さんに宣材写真を撮ってもらっ

た、TV でタモリさんに褒められた、モーターショー等でお仕事をしたと嬉しそうに話していましたが夫か

らタレント活動は辞めて欲しいと強く懇願され短期間で専業主婦に戻りました。 

度々の流産を気遣い夫が娘の実家近くに土地購入、念願の積水ハウスで理想の住まいを実現した 6年後、持

病もなく元気だった娘が原因不明で確立された治療法も無い脳の病を発症しました。 

入退院を繰り返し主治医から 8 割近く回復したと退院、好きな家事が出来るようになったと喜んでいた３

か月後、夕食準備中に救急車も呼べず突然倒れたようで、帰宅した夫が発見、心肺停止状態で救急搬送され

家族が見守る 6月 8日 0時 01 分、搬送先の大学病院で永遠の旅立ちをしました。 

入院時に医師から投薬治療の副作用リスクとして脳卒中や心筋梗塞の可能性を説明されました。 

多くの方々に支えられ、症状が改善して退院出来た事に感謝していますが、その代償が命にかかわるものだ

ったかもしれないと思うと胸が痛みます。 

娘とは頻繁に交流があり笑い合える楽しい思いでしかありません。私は異次元の衝撃で打ちのめされ感情

が崩壊し泣き叫びショックで葬儀後歩けなくなり、不整脈で倒れてしまいました。 

規則正しい生活リズムに従い、今出来ることを淡々と行い、心の支えを失い落ち込んでいる妻に寄添い、抑

えがたい想いに立向かい、心が折れそうな瞬間を乗越えています。 

事実に向き合い、現実を受入れ、メンタルの回復につなげたく、今の心情を綴ってみました。ありがとうご

ざいました。                    

 2024 年 7月 7 日 大和市 高橋 祐二郎 

 



A
R

T
S

東京都知事賞受賞

■4月17日-24日開催の東京都美術館公募展において
下記の2作が「東京都知事賞」「入選」となり、前年
の「新作家賞」から幸運にも2年連続の栄誉を授かる
ことが出来ました
今作品は畳2/3大の大作ですがテーマの狙いとしては
単に風景としての外観を描くのではなくガウディの
合理的思想と聖なる信者の献身的な支えなど幾多の
苦難を乗り越え140年という時間軸を経て完成する
までの内から湧き出る関わった人々の思い・精神性や
内面的な軌跡をモチーフに据え表現しました。
審査委員長からも、その狙いについての講評があり
今後の創作意欲に手応えを感じる機会となりました
会期中は積朋会の皆様はじめ2000名ほどの来場があり
盛況の中ご高覧頂き有難うございました
来年も向上心を以ってチャレンジしたいと思ってます

[ 12 ]

東京都在住 安井敏夫

■陣中見舞の木村さん・白尾さん・細谷さん・安井・渕上さん

■サステナブルな軌跡
バルセロナ 油彩 F50

ガウディ設計のサグラダ
ファミリア聖家族教会は
着工から幾多の困難を乗り
越え140年を経た2026年に
完成予定されていますが
建築家の執念・こだわりと
貧しい信者との絆など重層的
な継承の歴史や軌跡をテーマ
に描きました/表彰式のコメント

■天空への憧憬
サンジミニャノ 油彩 F50

イタリア中世期領地の権力者は
自己の威勢を誇示するため天空
まで届く思いを塔に込め高さ
を競って建設しました。
空へ向けて勢いよく飛躍する
人々の憧れや思いと歴史を色
濃く反映し刻まれた量感溢れる
象徴的な「壁」に焦点を当て
描きました/表彰式のコメント

A
R

T
S

2024パリオリンピック 名建築

安井敏夫

■異端のポンピドーセンター/パリ 時代を先取し50年。オリンピック
施設として再評価されたレンゾ・ピアノ+R・ロジャース設計の文化施設

■先駆のエッフェル塔/パリ 産業革命後の1889年パリ万博にてエッフェル
設計による独創的な鉄製電波塔300mとして完成。賛否両論の評価を経て
135年。2024パリオリンピックの持続可能な象徴として再評価



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■積朋会東日本 絵画作品集２０２４ 作品応募 八木 晴之さん（藤沢市在住）2024.5.22 編集 

作品 No１ [香炉・蓮の花] 作品 No２ [西班牙の古い町・シ

ィジェス] 

作品 No３ [鞍馬匠斎庵 

・のおくどさん(台所)] 

自宅にて 

カラーペン・

水性色鉛筆・

鉛筆 

サイズ 

１９×１４ 

解説  

父遺品の骨

とう品香炉

の彫金部蓮

を中心に 

スケッチ。 

バルセロナ郊

外の港町にて 

水彩・水性色

鉛筆  

サイズ   

２１×13.7 

解説  

９９年５７

歳初めての

ヨーロッパ

旅行スケッ

チを２４ 

加筆 

京都洛北鞍馬

にて 

ボールペン・

鉛筆 

サイズ 

22.6×15.7 

解説  

９ １ 年 ４

９ 歳 京 都

古 民 家 ス

ケ ッ チ を

２４加筆。 

作品 No７ 

[アンモナイト 

化石のイ･マ･ジ･ン] 

自宅にて  

貼り絵・ 

ボールペン細密画 

サイズ 

54.4×39.4 

解説  

学生時代のスケッチ

の破損した周囲を切

り抜き台紙に乗せた

時、古代のアンモナイ

トの海を描く構想が

浮かぶ。過去の私とコ

ラボし融合させた作

品を制作。 

作品 No４ [猫の夢・桜の園] 

 自宅にて  

鉛筆細密画 

 サイズ 27.3×35 

解説  

９２年５０歳頃描きかけの猫の 

スケッチに２４桜等細密加筆し完成。 

作品 No５  

[百舌鳥(モズ)の・ 

はやにえ] 

世田谷の雑木林にて 

ボールペン 

サイズ 39×25.5 

解説  

５５年の学生時代 

の作品を補修と 

若干加筆。 

作品 No６[ポピーと蝶 

(ツバベニチョウ)] 

自宅庭にて 

水彩・水性色鉛筆・貼り絵 

サイズ  39.4×27.2 

解説  

学生時代の水彩画、破損激

しく花を切り抜き台紙に貼

り付け台紙に２４新たに貼

り絵で蝶と葉を加え、背景

とツボミ等を水彩加筆。 

※会報誌の誌面の関係上、Ａ４･１枚に 

編集させていただきました。 編集室 

絵画作品投稿 [１３] 八木晴之さん 



 

 

 

■積水ハウスを早期退職制度利用し５５歳で退職した後、得意な英語を活かし海外不動産

ファンドを顧客に不動産コンサルティング業を起業し、はや２２年、しかし、昨年、喜寿を

節目に閉める決断をした。２２年の間、アメリカを頻繁に訪れ、カルフォルニアでは友人も

沢山出来、今もゴルフをしたり、トレッキングを楽しんだりと楽しい付き合いを続けてい

る。これからは、逆に、アメリカの友人を日本に呼び、日本の

良さを知って頂こうと思い、改めて、日本の文化や歴史を学び

始めた。その間、語学で唯一の国家資格、全国通訳案内士と言う資格がある事を

知り、今後の人生に何か活かせるかも知れないと思い、受験しようと決めた。し

かし参考書を見るとかなりの難関であることがわかった。一次試験は歴史、地理、

一般常識、通訳実務、英語（１級レベル）があり、それぞれの科目で最低７０点

以上が一次試験の合格点である。二次試験は通訳の実技試験である。まず当日出

題される課題を英語でプレゼンテーション、次に日本人試験官が読み上げる日本

語を即座にネイティブ試験官に英語で通訳、最後にネイティブ試験官と英語での

討論、ネイティブ試験官を論破しない限り合格点が貰えない。例年、最終合格率

が１桁台、平均の合格必要年数が５年という難度に納得した。英語には自信があ

ったが、日本地理、日本歴史、一般常識、通訳実務、はレベルが高く、自信が全

くない。専門予備校は数多くあるが授業料が高く行く気にならない。しかし、や

るしかないと腹をくくり昨年３月から試験勉強を始めた。歴史は年代と出来事の暗記に毎日３時間から５時間

くらい費やした。勉強しているうちに記憶力の衰を実感しつつもだんだん記憶力がついて来たのには少し驚い

た。９月の一次試験には何とか受験できるレベルまでになった。そして一次試験の日、会場を見渡しても私の

年代の受験者は皆無、大半は 20 代、30 代の若い年代の受験者であった。ちょっと不安になった。一次試験の

合格発表はスマホに一次試験通過とメッセージ送られてきただけで、あっけなかった。二次試験対策は試験日

の 12 月１０日まで約 2ヶ月間、アメリカの友人に頼み、実技試験のシミュレーション。そして、２月２日の合

格発表の日、官報に掲載された合格者の中に名前があった時はほっとした。多分最年長合格者と思われる。そ

の後、通訳の国家資格者として名前が登録され、又通訳の協会に入会すると、通訳要請の依頼が毎日のように

入り、ちょっと驚いた。通訳としての最初の仕事は３０人のアメリカ人とオーストラリア人のグループツアー

で関空からホテル、翌日は姫路城、広島、平和記念資料館、宮島、倉敷、大阪、京都、奈良、箱根、河口湖、

東京とロングツアーである。通訳ガイドが初めて仕事である。旅行中日本人は私一人、彼らからすると私一人

が頼りの旅行である。試験合格後の研修で「あなた達は民間外交官であることを忘れない様に」と言われたこ

とを思い出した。その後、会議通訳、商談通訳、イベント通訳といろいろ来る。ビジネスの会議通訳もしたが

ちょっと緊張する。5 月にはアメリカの有名プロゴルファーの母親の通訳もした。今度そのプロと又来日する

ので通訳をお願いされた。又ある日は、東京から金沢まで新幹線で

行き、金沢港でフロリダから寄港したクルーズ船の乗客を兼六園

や周辺の温泉地を案内した。それが非常に楽しく、今ではクルーズ

船の観光通訳が好きになった。今後も沖縄から釧路まで日本国内

33 か所のクルーズ船の寄港地に入港予定のクルーズ船の仕事が待

っている。楽しみである。旅行会社の手配した飛行機、新幹線で現

地に赴き、手配されたホテルに泊まり、乗客と一緒に観光地を巡

り、その上通訳料を頂く、旅行好きの私には願ってもない仕事であ

る。今、新たな人生にチャレンジしている。 中村 弘明 

喜寿を迎え通訳のプロとしてデビュー､新たな人生にチャレンジ [港区在住]中村 弘明 

5 月 31 日投稿 [１４] 中村弘明さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■積朋会東日本会報誌やホームページご愛読の皆さん、こんにちは。今日は梅雨空合間の７月７日(日)、 

熱中症警戒アラート発令中にも関わらず、自宅より一駅先のＪＲ平塚駅北口駅前ロータリー隣接の、 

「紅谷パールロード商店街：七夕まつり会場」に、約３０数年ぶりにお邪魔致しました✌ 

■全長２００ｍ程の会場両サイドの商店が、この一年を掛けた力作の「「色取りどりの七夕飾り」が見どころ

で、昔は各商店の前に大きく長い孟宗竹が、商店自慢の飾り付けをされていましたが、今は鉄パイプの 

アーチに吊るされて風情が少し無くなっていました。 

■七夕の起源は江戸時代の仙台藩と言われていますが、この平塚の七夕飾りで優秀賞を受賞した飾りは 

旧暦仙台の七夕にも飾られている様にて、また東北エリアの皆さんよりの七夕祭りや、皆さんの地元奇祭

等々、この会報誌やホームページに投稿の程宜しくお願い致しま～す！！ 

■飾りも時代と共に変化して、昔は「吹き流し」の様な飾りが主流でしたが、今は中に照明が入った 

「ねぶた」の様な飾りが主流。 

願い事を書いた「短冊」も笹に付けるのではなく、長い縄に結び付けるありさま      。 

それでもやはり「七夕まつり」小さな子供連れやカップルが多く、各商店も商売繁盛黒山の人だかり！ 

夏だ！祭りだ！【ようこそ！湘南ひらつか・七夕まつりへ】2024.7.7(日)「レポーター」南 正男 

１枚 100 円の短冊に願いを込めて！ 

各商店も商売繁盛黒山の人だかり！ 短冊もロープに吊るされ重たそう! 

ＪＲ平塚駅前「七夕祭り」会場入口！ 今年の大河ドラマ「光る君へ」飾り！ 

鉄パイプに吊るされた七夕飾り！ 各商店自慢の「七夕飾り」！ 今年の干支の辰年飾り！ 

平塚七夕祭り [１５] 南正男さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積朋会東日本行事：都内散策・「江戸東京たてもの園」・令和６年７月３日「企画担当」太田信義 

■７月３日、武蔵小金井にある「江戸東京たてもの園」に１９名で散策してきました。 

当日は茹るような暑さのなか参加者の皆さん精力的に江戸時代から昭和初期の建物に興味深く見学してい

ました。移築したとはいえ実際の偉人たちの家や昔の庶民の家などが見学できて住宅メーカーのＯＢにはと

ても刺激的な体験ができました。 

私自身は高橋是清が暗殺された所に立ったことが一番印象に残りました。 

彼のような偉大な功績を残した人物が幼少期仙台藩の足軽の家に里子に出されてその人生をスタートさせ

たことも初めて知り、感慨無量でした。 

今回参加されたメンバーの年齢は平均７５歳くらいとはいえみなさん元気に散策を終え、すぐに新宿に移動

して懇親会を開催いたしました。みなさん元気に１日を過ごすことができたことに感謝して、次回にはもっ

と多くの会員の皆様の参加を期待して結びとします。・・・「「散策感想文」中島 善忠さん 

●７月の都内散策参加者の皆様、明日は限られた時間で見学全ては見学出来ませんので見学建物事前に 

絞って見学される事お勧めします。皆さんスマホで撮影された画像はこちらに投稿お願いします。 

散策原稿に使わせていただきます。・・・太田「信義 記 

江戸東京たてもの園は、文化的価値の高い歴史的建造物を移築し、復元・保存・展示する野外博物館です。 

都内散策 [１６] 中島善忠さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積朋会東日本行事：都内散策・「江戸東京たてもの園」・令和６年７月３日「企画担当」太田信義 

■皆さんご投稿頂いた画像アルバムにまとめました。１１１枚です。南さん・中島さん７月の散策原稿 

作成用にご活用ください。散策参加の皆様積朋会便り原稿作りにご協力有り難う御座います。 

次回は１０月、蒸し暑い日々が続きますがこの夏を乗り切って又お会いいたしましょう！・太田「信義「記 

●ご苦労さま、愉しい時間ありがとうございました。皆さんに迷惑を掛けずに済んだので、まだ大丈夫か

な？可能な限り参加させて下さい!企画の太田さんに感謝です。次回が待ちどうしい！・・・室井「勲「記 

■｢江戸東京たてもの園｣散策について「・・今回、初めて江戸東京たてもの園に行きました。どことなく房総

の村と表向きが似ており少しビックリ江戸時代～昭和初期までの貴重な歴史的建造物を目にして感動的で

した。昔の建物が見事に復元されており特に江戸時代の農家の家の構造には驚きと素晴らしいとしか言い

ようがありませんでした。昭和初期の建物も個性があり見事としか言えませんでした。・・山崎「義弘「記 

都内散策 [１７] 山﨑義弘さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 積朋会東日本の仲間と現役とＯＢＯＧ会の集う報告：2024.7.13(日)投稿・「会員」村上 忠信 

■７月１３日「孕石さんの退職慰労会」を兼ねて会席を催しました。参加者は孕石さん（ ７月に積朋会東日

本に入会）・栗城さん(会員)・男性３人(現役)・女性(積水ハウスＯＧ)と私・村上忠信のメンバーです。 

現役の方には将来の入会話と、ＯＧの女性にも入会促進など、昔話で盛り上がりました。投稿致します。 

積朋会東日本の仲間と【東京特建･古代人の集い】開催：2024.6.29(土)投稿・「会員」増田 博美 

 第１８回・積朋会東北支部総会：報告・24.6.17(日)15：00～17：00・「広報担当」畠 順一郎 

■議題 1．積朋会東日本定期総会(６月２９日)出席について ２．新規会員について(現在１２７名) 

３．加入者の促進について(入会申込書で登録７月～)（①情報お寄せください ②６５歳定年による取扱 

４．新世話人体制(１７名)承認済 ５．積朋会だよりについて ７５号の原稿締切り８月６日迄に事務局）  

６．その他(積仙会ゴルフコンペ開催の実績と予定) ７．各地区活動などについて 南東北懇親会）以上 

●安部･石岡･大沢･大友･小嶋･小野･小幡･木村･日下･小林･齋藤･佐久間･佐々木･佐藤･澤村･島貫･ 

白崎･杉山･鈴木･高野･高原･丹野･千葉･中西･真壁･三浦･三国･山田(建)･山田(孝)･若生･後藤･山本 

｢

司
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ご夫妻が初めて出席してくれました。南は九

州福岡の有村勝美さん、北は仙台の近野達雄さ

んは毎回遠方より出席してくれています。樋之

口御大も勿論毎回欠かさず出席して頂いていま

す。特に今年は病気療養中にも関らず元気に前

向きなお話をされ我々古代人の仲間の心の支え

になっています。前回より狭い店での開催とな

り今年は出席者全員での集合写真が撮れません

でした。来年はもう少し広い所で開催します。  

各報告･村上忠信さん [１８] 増田博美さん･畠順一郎さん 

新宿ライオン会館 5階「安具楽」にて 25回目の東京特建営業所の「古代人の集い」を開催しました。 

平成 9 年 1997 年）に第 1 回を大洗オーシャンビラで開催してから 28 年経ちますが途中コロナで 3年開催

出来ず 25 回目となりました。今回は 23 人出席と例年よりも少な目でしたが、伊藤昭憲さんと臼井將勝さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●積朋会東日本・東北支部「積朋会だより」投稿記事(小幡)(後藤)(大澤)(千葉)(近野)6 年 8 月 

◆土用の日の故事   宮城県仙台市 小幡 俊夫 

 間もなく土用の丑の日がやってきます。皆さんは土用が一年に４回あることをご存じでしょう

か。昔々、日本の四季は木、火、金、水の四つの神が治めていました。初めはうまくいったので

すが、土の神の治める日がなく、土は痩せ作物も取れなくなってしまいました。土の神は農作物

が育たず民が困るので、四季を治める日を分けてくださいと願い出ましたが、分けてもらえませ

んでした。土はますます衰えました。そこに神々の中心である大元気神が現れて、土の神の申し

分ももっともだと四季に加わるように調停しました。季節の分かれ目に「土用」と称して定めた

そうです。五神は仲良く一年を治めたそうです。たまには故事来歴をかみしめながら、土用のう

なぎを賞味してはいかがでしょうか。 

◆シンクをぴかぴかに 宮城県仙台市 後藤 幸一 

 台所をきれいにすることは私にとって昔からのテーマです。以前は物が多過ぎて、すっきりし

ませんでした。売るほどたくさんある調味料、何種類もの食器洗剤やスポンジ、生ごみあふれる

三角コーナー等々。もっと台所をきれいにしなければ。そこで台所改革に取り組みました。改革

には思い切りが必要です。調味料は厳選し、洗剤も一本だけ。三角コーナーはやめ、生ごみはそ

の都度処分するようにしました。さらに、クリーム洗剤でシンクを磨くと、すごくきれいになり、

気持ちも良くなりました。食器はその都度洗うのでシンクも同時に洗うとぴかぴかになり気分も

アップします。台所は毎日使用する場所で、創意工夫の場でもあります。さまざまな食材との出

合が有り、自由な組み合わせにより、新たな発見も生まれます。だから改革も必要になります。 

◆ＡＩで詐欺防止判断 福島県郡山市 大澤 俊明 

 特殊詐欺の被害が連日のように報道されています。日々新たな手口や手法で、だましにかかる

犯罪組織にうんざりしています。シナリオを書いている者もいるのでしょう。公共機関を名乗っ

たり、銀行を語ったりして、キャッシュカードの情報を聞き出す、ＡＴＭに誘導する。これらだ

ましの手口を人工知能（ＡＩ）で解析できないものでしょうか。人は電話口だと冷静な判断が出

来ず、プロの詐欺師のシナリオに乗せられてしまいがちです。それならばＡＩを駆使して、電話

のやり取りから詐欺か、そうでないかを判断させるのです。こんな機能を電話機に備えたいもの

です。再び電話がかかってきても、ＡＩが詐欺だと判断すれば、切れるようになればいいのにな

と思いました。昔から人はだまし、だまされてきました。それならば最新の技術を駆使して開発

されてもいいのでは。 

◆交通弱者を守ろう  山形県山形市 千葉 一成 

 社会の高齢化とともに、交通弱者の足をどうするかが喫緊の課題になっている。駅から離れた

高台の団地に住む高齢者は免許証の返納となれば、その日から困る。高齢化社会の足について考

えてみたい。各地で「日本版ライドシェア」がスタートしている。タクシー運転手をカバーする

ため、タクシー事業業者の管理の下で一般車を運行するのは安全管理上から見ても懸命なやり方

だ。これで週末にタクシーがなかなかつかまらない事象が改善されるなら、一定の前進だと思う。

ただタクシーと同料金では、交通弱者の足とは必ずしも言えない。ある程度の規制緩和を期待し

たい。例えば「完全ライドシェア」ではなく、交通の便が悪いエリアを指定し、その範囲で自由

化する方法もあるだろう。いろいろ問題点を出し合い、交通弱者の足を確保してほしい。 

◆アジサイの栽培   宮城県仙台市 近野 達雄 

 園芸好きの友人から「地下上もいいけど、鉢植えも楽しいよ」と勧められた。色鮮やかな花々

が咲く園芸店やホームセンターに出かけ、かわいい鉢植えを見つけては買って玄関前や軒下に置

くのが習慣になった。春先、店頭にあった水色のアジサイに一目ぼれし、すぐに購入した。土の

表面が乾かないように小まめに水をやっていたが、一か月ぐらいで茶色になり、枯れてしまった。

水のやり方が悪かったのか、鉢の置き場所が悪かったのか、と思い悩んだいろいろな人に聞いて

みたが、みんな異口同音に「アジサイは丈夫な花だよ」と言って不思議がる。友人は「枯れたの

ではなく、咲き終わったのでは？咲き終わると茶色っぽくなりよ。次の芽は出てきていない？」

と親切に教えてくれた。確認すると、小さな芽らしきものが出ていた。水やりを再開すると芽が

成長していた。咲くのが楽しみになった。 

東北寄稿文[１９]５名 
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せ

■｢

積
朋
会
だ
よ
り｣

は
皆
様
か
ら
の
投
稿･

随
筆･

写
真
な

ど
何
で
も
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
た
い
事･

会
員
の
消
息･

ご
不
幸･

転
居･

ア
ド

レ
ス
等
は
事
務
局
又
は
世
話
人
迄
お
願
い
致
し
ま
す
。

□
〒
一
五
一-

〇
〇
五
三

渋
谷
区
代
々
木
二-

一-

一

新
宿
マ
イ
ン
ズ
タ
ワ
ー

積
水
ハ
ウ
ス(

株)

人
事
総
務
部

積
朋
会
東
日
本
事
務
局

(

担
当
佐
藤)

TEL

：
０
３-

５
３
５
２-

３
１
２
１

FAX

：
０
３-

５
３
５
４-

７
５
１
１

■
積
朋
会
東
日
本
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス

上
記
を
含
め
色
々
の
情
報
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

尚
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。

□
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和
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年
１
０
月
２
日(
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散
策･

会
食
（
浜
松
町
駅
）

□
令
和
６
年
１
１
月
６
日(

水)

・
散
策･

会
食
（
広
尾
駅
）

□
令
和
６
年
１
２
月
４
日(

水)

・
忘
年
会
（
新
宿
駅
東
口
）

（
新
宿
ラ
イ
オ
ン
会
館
６
Ｆ
予
定
）

■
７
５
号
誌
面
報
告
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

☆
７
４
号
行
事
参
加
有
無
か
ら
の
近
況
報
告
等(

１
０
頁)

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
編
集
・
新
管
理
者(

村
井
さ
ん)

紹
介

☆
常
葉
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・4

.1
6

日
・
石
田
賢
一
さ
ん

☆
神
奈
川
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
懇
親
会
・4
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7

・
南
正
男
さ
ん

☆
東
京
都
美
術
館｢

流
刑
展｣

入
賞･ 4

.2
0
･

安
井
敏
夫
さ
ん

☆
亀
城
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・5

.2
1

・
坂
巻
明
さ
ん

☆
東
京
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・5

.2
1

・
小
野
喜
正
さ
ん

☆
彩
ミ
リ
オ
ン
コ
ン
ペ
・6

.1
2

・
大
林
広
忠
さ
ん

☆
東
北
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・6

.1
8

・
山
田
健
一
さ
ん

☆
東
日
本
世
話
人
会
議
事
録(

五･

六･

七･

八
月)

☆
東
日
本
総
会
親
睦
会
・6

.2
9

・
参
加
者
集
合
写
真

☆
投
稿
作
品
集
・5

.2
2

・
八
木
晴
之
さ
ん

☆
東
日
本
都
内
散
策
「
東
京
た
て
も
の
園
」
各
人
寄
稿

■
積
朋
会
東
日
本
・
専
用
メ
ー
ル
開
設
の
お
知
ら
せ(

七
月)

ﾒ
ｰ
ﾙ
ｱ
ﾄﾞﾚｽ

：sekihou
-
east@outlook.jp

■｢

積
朋
会
だ
よ
り｣

７
４
号
時
点
の
会
員
数
５
７
８
名
に

新
入
会
員
１
６
名
を
加
え
、
物
故
会
員
３
名
・
退
会
１
名
減
で

会
員
数
は
、
現
在
「
５
９
０
名
」
で
す
。

■
新
入
会
員
の
お
知
ら
せ

①

江
田

博
見
さ
ん
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

②

木
村

仁
陸
さ
ん
（
山
形
県
山
形
市
）

③

小
関

修

さ
ん

（
宮
城
県
仙
台
市
）

④

木
村

紀
彦
さ
ん
（
東
京
都
中
野
区
）

⑤

石
井

安
雄
さ
ん
（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

⑥

櫻
井

進

さ
ん

（
栃
木
県
足
利
市
）
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押
川

秀
志
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ん
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神
奈
川
県
平
塚
市
）

⑧

根
津

靖
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奈
川
県
横
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市
）

⑨

高
橋

昭
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川
県
横
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市
）

⑩
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水
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県
川
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⑫
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仁
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都
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⑬
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⑭
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福
岡
県
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岡
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）
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川
村
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史
さ
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（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

⑯

村
井

久

さ
ん

（
東
京
都
墨
田
区
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
案
内

■
編
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記

会
報
誌
面
の
構
成
上

２
０
頁
に
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め
る
為
、
色
々
と
苦
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し
て
お
り
ま
す
が
、
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ム
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ジ

と
併
せ
て
閲
覧
す
る
と
、
充
実
し
て

い
る
の
が
お
分
か
り
と
思
い
ま
す
。

「
編
集
世
話
人
」
小
堤
兵
吾

◆
訃
報
の
お
知
ら
せ

７
５
号
発
行
迄
の
方
を
掲
載
ご
連
絡

頂
き
ま
し
た
会
員
の
訃
報
で
す
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す

上
田
柳
一
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

令
和
六
年
四
月
七
日

享
年
七
十
八
歳

平
間
正
義
さ
ん
（
栃
木
県
）

令
和
六
年
四
月
十
六
日

享
年
七
十
四
歳

田
崎
英
男
さ
ん
（
栃
木
県
）

令
和
六
年
五
月
五
日

享
年
八
十
七
歳

◆
退
会

本
村
正
幸
さ
ん

五
月
十
三
日
（
茨
城
県
）

訃
報
の
お
知
ら
せ

事
務
局
及
び
Ｈ
Ｐ
管
理
者
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